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1．研究の動機と目的

　ジャン・デュビュッフェ（JeanDubu脆t
1901’1985）は1962年・1974年にアメーバー状の

細胞が絡み合ったような画面を持つウルループと

いう一連のシリーズを制作している。私はこのウ

ルループシリーズの直前に描かれた「アイルラン

ドの踊り」という作品から、目の焦点の定まらな

い不思議な感覚と、細胞や生物が増殖していく様

を想起し、魅力を感じた。増殖という現象からは

生命の営みを思い浮かべる。

　平面による初期のウルループも同じように画面

の中で、細胞がうごめき、躍動している作品があ

る。まるで、画面という小さな枠の中でいくつか

の形体が生きているようである。デュビュッフェ

はどのような過程で、この躍動感あふれるウルル

ープを制作するに至ったのだろうか。本研究では、

デュビュッフェがウルループの作品を制作するま

での過程やウルループの造形的特徴を考察する。

　そして、増殖するという要素を取り上げ、その

視点から、再度平面によるウルループを考察し、

それが絵画空間にどのような効果をもたらすのか、

また、絵画の表現の可能性を広げる要素となりう

るのかを検証する。

2．論文の構成
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3　研究の概要

第1章では、まずウルループを生み出したデュ
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ビュッフェの人物像を知るために、その生い立ち

と思想を概観した。

　デュビュッフェは家業のため、41歳という遅

まきの年齢で画家になる決意を固める。若い頃の

デュビュッフェは教養や知識を身につけながらも、

何かすれ違いを感じ、そして自分を取り巻く現実

の世界に疎外感を持っていた。こうした日々の模

索から、デュビュッフェは文化に対して猜疑を持

ち、また、制作に対しても独学セなければ自分の

ものにならないと考える。この考えは、自らの制

作だけでなく、文化にとらわれないアール・ブリ

ュット（生の芸術）への関心につながる。アール・ブ

リュットとは、デュビュッフェが付けた名称で、

精神病患者など芸術的教養に毒されていない人々

が制作した作品を指す。アール・ブリュットの影

響を受け、デュビュッフェ自身もそれまでの伝統

的な絵画手法にとらわれず、荒々しく強烈なイメ

ージと質感を強調して作品を描いた。こうしたデ

ュビュッフェの革新的な作品は、後のアンフォル

メル運動の先駆けとなる。

　第2章では、従来の制作方法にとらわれないで、

自らの表現方法を模索するデュビュッフェがどの

ような作品を展開し、ウルループを描くに至った

のか考察している。

　人間の本質や人間性をアール・ブリュットに見

出し、触発されたデュビュッフェは、マチエール

と素材へ関心が向けられていった。これらを強調

することで精神を表現できると考えたデュビュッ

フェは当初、泥やアスファルトのこね土、ガラス

の破片などを絵の具に混ぜ、画面をこすったり、

ひっかいたりなどしている。そして、自らの技法

を試行錯誤しながら切り開いていく中で、絵の具

を押し付けた紙を様々な形に切り、貼りあわした

アンプラント（型押し）のアッサンブラージュ（寄せ

集め）を制作しはじめる。この型押しと寄せ集めの

画面は、ウルループの色面が連続し、累積してい

る点で共通しており、ウルループの誕生を予感さ

せている。しかし、物質性を強調した作品を追究

していく中で、自身の観念の固定化から崩壊を恐

れたデュビュッフェは、一変して、物質を感じさ

せない作品を描きはじめる。そして、電話中の落

書きをきっかけに、デュビュッフェはウルループ

シリーズの制作に取りかかる。ウルループはジグ

ソーパズルのように、境界線が複数の色面を形作

っており、そして、それらが全面を覆い尽くして

いる。さらに、細胞のような色面が複雑に絡み合

っているため、鑑賞者は隣合う色面に次々に焦点

を移し、目の先が定まらない感覚を受ける。この

ウルループシリーズは徐々に、図と地の違いが明

確になり、平面から立体へと展開されていく。

　第3章では、ウルループの中に感じる増殖につ

いて、論じている。ウルループの作品の中には、

増殖するような躍動を感じさせる画面がある。そ

の要素を調べるために、まず増殖の意義について

述べた。増殖とは増えて多くなること、もしくは

生物の繁殖を意味する。生物界において、生命が

誕生してから、増殖は延々と繰り返されてきた営

みであり、この世界を構成する要素ともいえる。

つまり、増殖する様子から私たちは生を思い浮か

べる。

　また、ウルループの他に草間彌生などの他の作

家による作品を元に、増殖の要素について検証し、

これらの共通点から同じ種の個体が無数に集まっ

た様子が増殖を想起させるのではないかという結

論にいきついた。そして、本論文における、増殖

を感じさせる絵画空間を「似た大きさや形の個体

が無数に集まり、その集合体から生命の営みを想

起させる画面」と定義をつけた。

　増殖を感じさせるウルループの画面は、それぞ

れの色面に特徴がある。また、個の存在を主張し

ながら、それらが集まり全体を作りあげている。

こうした画面からは、普段私たちが知ることのな

い顕微鏡の中の世界を思い出させる。ウルループ

の画面からは、そんな私たちの見ている世界が一

部分でしかないこ1とを見ている者に気づかせる。

　今後の課題として、今回デュビュッフェのウル

ループを主に取り上げ考察してきたが、デュビュ

ッフェ以降、増殖を感じさせる空間がどのように

展開されてきたか、さらに掘り下げ考察したい。
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